
小笠原 達也さん（昭和５８年卒） 

北上市役所 商工部参事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

☆取材後記 

北上市役所には取材日時点で小笠原様を含め４３名もの専北卒業生がおり、専北の北上市へ

の貢献度の高さを感じさせます。なお、小笠原様は市役所専北卒業生の会の会長を務めておられ

ます。持前の面倒見の良さとリーダーシップでこれからも頑張って下さい。（担当：Ｙ） 

◇お仕事の内容を教えて下さい 

北上市の商業振興、観光振興に関わる仕事を行っ 

ています。 具体的には、コロナウイルス感染症の影

響を受けた小売業、サービス業等への経済支援やさ

くらまつり、みちのく芸能まつり等のイベントの総

括等を行っています。 

 
◇仕事を通じ、どんなことに喜びを感じますか 

私は、地方公務員ということで、これまでに医療費

の助成、固定資産税の賦課、農道の整備、まつり等の

イベント開催、地域づくり支援など様々な行政サー

ビスの仕事を経験してきました。行政サービスの仕

事は本当にいろいろとありますが、特にも市役所の 

◇将来の夢を教えて下さい 

定年まで残り４年を切ったことから、次の人生の生き方として、これまでの経験を生かした地

域貢献や、これまで経験したことのないものづくりにチャレンジしたいと思っています。 

◇専大北上高校ではどんな高校生活を過ごされましたか 

高校生活は、大学進学を目標に勉学に励むとともに、生徒会活動を行っていました。 

 ◇専北生に伝えたいメッセージは何ですか 

   若いという事はそれだけで大きなエネルギーを持っていることです。是非幅広い視野をもって、自

分がどのように社会に貢献できるのかをしっかりと考え、いろんなことにチャレンジしてほしいで

す。失敗に負けないで、いつでも前向きに強く頑張ってください。 

 

仕事はすべて市民生活に直結しています。よって、市民の役に立てること、そして最終的に

は北上市のまちづくりに寄与することができることが私にとっての喜び（やりがい）です。 


